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地
域
課
題
解
決
に
向
け
た
市
町
村
連
携

　
　
　
　
　（
Ｗ
ｉ
ｎ 

・ 

Ｗ
ｉ
ｎ
の
関
係
構
築
）

様
々
な
活
動
の
講
師
や
相
談
対
応
な
ど
の
支

援
、
さ
ら
に
は
教
員
の
専
門
分
野
に
関
連
す
る

受
託
事
業
と
し
て
各
市
町
村
の
抱
え
る
特
定
課

題
の
解
決
策
の
実
施
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
新
た
に
本
年
３
月
に
は
、
林

業
地
で
あ
る
白
川
町
と
新
た
な
森
林
管
理
時

代
に
お
け
る
森
林
利
活
用（
森
林
サ
ー
ビ
ス
産

業
）の
実
現
を
目
指
し
、
森
林
境
界
明
確
化
や

古
民
家
再
生
に
取
り
組
む
包
括
的
協
定
を
締
結

し
ま
し
た
。
ま
た
、
４
月
に
は「
広
葉
樹
の
ま

ち
づ
く
り
」を
掲
げ
る
飛
騨
市
と
協
定
を
締
結

し
、
広
葉
樹
を
活
用
す
る
人
材
育
成
や
ド
イ
ツ
・

ロ
ッ
テ
ン
ブ
ル
グ
林
業
大
学
と
も
連
携
す
る
広

葉
樹
施
業（
将
来
木
施
業
）の
共
同
研
究
な
ど
に

取
り
組
ん
で
行
き
ま
す
。

　

ま
た
２
０
２
０
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
森

林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
て
、
ア
カ
デ
ミ
ー
に

入
学
す
る
学
生
へ
の
奨
学
金
制
度
を
創
設
す
る

市
町
村
が
増
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。
過
疎
化
と
少

子
高
齢
化
に
よ
る
人
口
減
少
対
策
に
悩
む
市
町

村
が
、
森
林
技
術
者
等
の
育
成
・
確
保
と
併
せ

て
移
住
定
住
対
策
に
も
つ
な
が
る
よ
う
、
卒
業

後
に
市
町
村
管
内
へ
就
業
す
る
こ
と
を
条
件
に

授
業
料
等
を
助
成
す
る
も
の
で
す
。

　

ア
カ
デ
ミ
ー
の
入
口（
学
生
確
保
）・
出
口（
県

内
就
職
）対
策
に
も
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
市
町

村
・
ア
カ
デ
ミ
ー
双
方
に
メ
リ
ッ
ト
の
あ
る
施

策
と
し
て
期
待
さ
れ
ま
す
。
今
後
も
関
係
者
と

密
接
に
連
携
を
図
り
な
が
ら
地
域
の
課
題
に
対

応
し
市
町
村
と
森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
に
よ
る

Ｗ
ｉ
ｎ
・
Ｗ
ｉ
ｎ
の
関
係
を
築
い
て
行
き
ま
す
。

　
森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
で
は
、
地
域
課
題
の

解
決
に
向
け
市
町
村
と
の
連
携
を
進
め
て
い
ま

す
。
２
０
２
０
年
２
月
現
在
、
県
内
４
市
町（
美

濃
市
、
揖
斐
川
町
、
美
濃
加
茂
市
、
中
津
川
市
）、

県
外
１
市（
豊
田
市
）の
計
５
市
町
と
連
携
協
定

を
締
結
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
連
携
協
定
の
特

徴
と
今
後
の
展
開
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

市
町
村
連
携
の
特
徴

【
美
濃
市
】

　

２
０
１
２
年
３
月
締
結
、
３
年
毎
更
新
。
森

林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
の
地
元
で
あ
る
美
濃
市

が
目
指
す「
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
ま
ち
づ
く
り
の

推
進
」に
向
け
、
こ
れ
ま
で
道
の
駅「
に
わ
か
茶

屋
」建
設
、「
ウ
ッ
ド
ス
タ
ー
ト
事
業
」木
の
お
も

ち
ゃ
製
品
開
発
、
子
ど
も
創
造
館
・
公
民
館
活

動
、
廃
校
を
活
用
し
た
木
工
房
拠
点
づ
く
り
の

支
援
の
ほ
か
、
美
濃
市
の
森
林
管
理
委
員
会
委

員
長
に
ア
カ
デ
ミ
ー
教
員
が
就
任
す
る
な
ど
の

連
携
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
揖
斐
川
町
】

　

２
０
１
６
年
３
月
締
結
、
２
年
毎
更
新
。

２
０
１
５
年
10
月
に
開
催
し
た「
第
39
回
全
国

育
樹
祭
会
場
跡
地
の
活
用
」を
は
じ
め
多
様
な

分
野
で
の
包
括
連
携
と
し
て
、
育
樹
祭
会
場
の

御
席
解
体
材
の
活
用
検
討
や「
い
び
森
の
よ
う

ち
え
ん
・
こ
だ
ぬ
き
」（
２
０
１
８
年
設
立
）、

徳
山
ダ
ム
上
流
の
森
林
調
査
、
個
業（
ス
モ
ー

ル
ビ
ジ
ネ
ス
）の
取
組
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
美
濃
加
茂
市
】

　

２
０
１
６
年
８
月
締
結
、
協
議
の
上
２
年
限

定
で
延
長
。
美
濃
加
茂
市
が「
里
山
千
年
構
想
」

で
目
指
す
里
山
風
景
を
後
世
に
残
す
た
め
、
里

山
の
再
生
・
活
用
の
様
々
な
連
携
協
力
を
行
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
と
し
て
、
市
域
に
生

育
す
る
ア
ベ
マ
キ
を
活
用
し
た
取
組「
ア
ベ
マ

キ
学
校
机
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」は
ウ
ッ
ド
デ
ザ
イ

ン
賞
２
０
１
５
の
優
秀
賞（
林
野
庁
長
官
賞
）や

キ
ッ
ズ
デ
ザ
イ
ン
賞
２
０
１
８
を
受
賞
し
て
い

ま
す
。

【
豊
田
市
・
豊
田
森
林
組
合
】

　

２
０
１
８
年
３
月
締
結
。
広
域
合
併
に
よ
り

矢
作
川
上
流
部
の
広
大
な
森
林
を
抱
え
る
こ
と

と
な
っ
た
豊
田
市
の
森
林
・
林
業
の
担
い
手
を

育
成
す
る
た
め
、
２
０
１
８
～
２
０
１
９
年
度

の
２
ヵ
年
か
け
て
豊
田
森
林
組
合
の
森
林
技
術

者
６
名
の
育
成
研
修
を
受
託
し
ま
し
た
。
ま
た
、

豊
田
市
森
林
課
の
職
員
が
ク
リ
エ
ー
タ
ー
科
に

入
学
し
、
林
業
専
攻
で
地
域
林
政
の
リ
ー
ダ
ー

と
な
る
べ
く
本
学
の
現
地
現
物
主
義
の
勉
学
に

励
ん
で
い
ま
す
。

【
中
津
川
市
】

　

２
０
１
９
年
４
月
締
結
。
東
濃
桧
の
産
地
と

し
て
古
く
か
ら
の
林
業
・
森
林
文
化
が
息
づ
く

中
津
川
市
に
お
い
て
、
リ
ニ
ア
新
幹
線
開
通
を

見
据
え
複
眼
的
視
点
で
森
林
か
ら
の
恵
み
を
享

受
で
き
る
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、
リ
ニ
ア
駅

周
辺
整
備
の
木
材
活
用
研
究
、
古
民
家
改
修
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
や
地
域
の
森
林
文
化
を
伝
承

す
る
森
林
学
習
な
ど
の
取
組
支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
。

市
町
村
連
携
の
今
後
の
展
開

　

こ
れ
ま
で
連
携
協
定
に
基
づ
き
、
森
林
文
化

ア
カ
デ
ミ
ー
教
員
等
が
各
市
町
村
へ
出
向
き
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